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産業部長

高橋昌弘

④ 施策展開
2

＜事業構成の適当性＞
　手段は最適か？ 3（総合計画の施策部

分から、実施する施
策を抽出）

日生頭島線第2期区間の早期完成を目指す。

市道の維持管理に努めるため、ボランティア推進事業を推進し、協働による市民参加で環境美化に努める。

② 対象と目的
市民生活の利便向上、事業者の経済活動の円滑化、通学路や緊急車両の通行など安全安心の確保

（誰のために、何の
ために）

③ 現況と課題 本市の道路網は、山陽自動車道をはじめ市内を東西に横断している国道2号を軸とし、その他の国道や県道により
骨格が形成されているが、現在の車社会では、多くの道路で渋滞、事故等が発生し、何らかの形で弊害がもたら
されている。特に、国道2号は、朝夕の通勤時間帯の渋滞が著しくこれに流入する各道路にも影響を及ぼし、日常
生活に支障をきたしていることから国道2号の整備が急務であり、その他幹線道路の改良も必要である。また、市
道においては、生活道路として日常的に市民が多く利用していることから、道路拡幅等地域の実情に合った整備
に努めていく必要がある。また、架橋事業の早期事業完了が望まれている。

（総合計画から現在
の問題点を抽出）

＜備前市総合計画の内容から記載する＞

① 政策の体系
基本目標（大項目） 安全で快適に暮らせるまちづくり

基本施策（中項目） 生活しやすいまちづくり

備　　前　　市　　施　　策　　評　　価　　シ　　ー　　ト

調査年度 H21 H22 H23 H24

重要度（%）

調査結果に対するコメン
ト、市民の反応等

調査対象でない施策
は、市民の反応等

23年度までは若干ながら重要度･満足度ともに上昇しているが24年度にはいずれも下がっている。要因は不
明。道路整備に関する要望は非常に多く、意識調査結果とは矛盾を感じる。

二次評価者コメント 市道日生頭島線については、26年度末完成に向けおおむね順調であり、今後の予算
確保と適正な事業執行に努めてください。幹線道路については、ブルーライン延長
工事の早期完了と期成会を中心とした国･県道の整備促進の要望活動を進めてくだ
さい。生活道路については、地区住民の意向を踏まえ効率的な維持管理に努めてく
ださい。

基本施策への
貢献度

役職

4 やや高い氏名

翌年度(H25年度)の取組目標
道路改良、架橋事業については年度予算を確実に執行する。国･県には引き続き要望活動を進めてい
く。

6.3 5.7

- 7.2 - 10.3

進行年度(H24年度)の取組内容
（課 題 解 決 状 況）

国道2号については香登･西鶴山地区においてＨ24年度から国交省により安全対策のための整備が着手
される予定であり国交省･地元との調整を進めている。また県道においても市内数箇所の要望箇所に
ついて事業着手の予定。市道・生活道路も引き続き改良･修繕等整備を進めている。架橋事業につい
ては予定通り進捗している。

⑤ 市民意識調査による施策の重要度・満足度

満足度（%） - 12.1 - 9.7

4.6 4.8

交通弱者の安全を確保するため主要道への歩道整備を促進する。

3
＜施策の有効性＞
　指標分析、評価年度･ 中長
期の達成見込みは？

3 ボランティア参加団体の活動回数は、目標達成している。今後更なる団体増を目指す。また、
架橋事業についてはＨ26年度事業完成を目指しほぼ計画通り進捗している。

生活道路は、国の補助制度を有効に活用するとともに地域住民の協力を得ながら整備促進に努める。

日生地域の渋滞緩和など安全安心のまちづくりの観点から県道寒河本庄岡山線の早期完成を県に要望する。

国道250号については、交通安全施設及び道路拡幅改良やバイパスの検討について関係機関に要望する。
概ね妥当である。期成会負担金等については他市の状況も見ながら廃止、縮小も検討したい。

国道2号については、渋滞緩和と活性化を図るため整備促進を国に強く要望する。

1
＜成果指標の妥当性＞
　施策の目的・成果を表現し
ているか？

4
市民との協働による道路の維持管理活動が増えつつあり、通常の維持管理はボランティアで達
成できている。
道路整備状況について、舗装率は妥当と考える。

判　断　理　由　（なぜ、そのランクと評価したのか）

⑧ 施策の評価

項　　　目 評価
5：非常に高い　4：高い　3：どちらともいえない　2：低い　1：非常に低い

ボランティア参加団体 道路管理のためのボランティアの推進 公共物に対する愛着心を醸成し、維持管理費の軽減を図る

国・県 それぞれの管理区間との連携
連携を密にすることにより、ミッシングリンクの解消と面的な整備
を促進する

実施主体 新規に必要な事業・連携が必要な事業 説明・期待される効果
⑦ 目標達成に必要な新規事業（裏面 施策構成事務事業以外の事業）及び連携させる他部署の事業

－ －
ベンチマーク － －

達成率

実績 H28

参
考
指
標
③

目標 H24

ベンチマーク － －

達成率 90.7 79.7 86.2 － －

実績 9.8 23.5 42.4 H28 100.0

66.3参
考
指
標
②

架橋事業進捗率(事業費ベー
ス)

目標 10.8 29.5 49.2
累計事業費/総事業費
H２６完成予定（約７８億円）

H24

－ －

達成率 108.3 109.4 103.9 － －

実績 195 197 187 H28 200

180180 180

参加団体の活動回数を増やす

H24参
考
指
標
①

ボランティア参加団体年間活
動回数

目標 180

ベンチマーク

ベンチマーク （舗装済延長　396,546m　/　市道総延長　472,182m） － －

達成率 99.2 99.9

舗装済延長/市道総延長

H24

98.8

84.0

－ －

時間 成
果
指
標

84.0このシート作成に要した時間 3.0
実績 83.3 83.9

道路舗装率

目標

H22 H23

85.085.0

過年度実績 評価年度 成果指標の計算式の説明
ベンチマークの説明

目標値

84.0 H28 90.0

H21

平田惣己治
施策に対する成果指標名

単
位電話 ６４－１８３３

⑥ 施策成果指標（基本目標・基本施策・施策意図から設定）
施　策　名
（小項目） 道路

コード 作
成
者

役職 都市整備課長

01-01-11
氏名

この施策の
平成23年度の

施政方針

道路事業についてでありますが、国道2号については、伊部地区の歩道整備が平成22年度で終了し
ておりますが、交差点の改良等、引続き整備が必要な箇所がありますので、今後も国道2号（岡山
県東部）整備促進期成会を中心に、国に対して要望してまいります。
また、国道250号と374号の歩道整備や、一般県道寒河本庄岡山線の早期完成について、それぞれ
県に対し要望してまいります。
市道の新設改良等の事業については、緊急性や投資効果を考えながら、順次整備を進めてまいり
ます。日生頭島線については、本土と鹿久居島を結ぶ橋梁を含む日生頭島線第2期区間の完成を目
指してまいります。

この施策の
アピール
ポイント

市民生活の利便向上や地域経済の活性化、通学路や緊急車両の通行など安全安心の確保等に寄与
している。

＜見直し領域＞
その施策や事業が必要
か否かの検討が必要

＜維持領域＞
現状の方向を継続

＜強化領域＞
内容等を見直し、市民
満足度を高める事業を
行う

＜検討領域＞
その施策や事業の存続
の検討が必要

重　　　要　　　度

満

足

度

平　均

高低

高

低

H24

H23H22

H21
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0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

重要度

満
足
度



4

5

6

協働による市道等管理事業

市道等管理事業7

8

県道維持管理事業

日生架橋建設事業

1,799,662 87,845448,059 80,114 10.48 12.051,563,639 10.87 1,564,07692,475

平成21年度 平成22年度 平成24年度平成23年度
この施策に費やした資源（単位：千円，人）

6,378 8,445 69,451

3.04
0.00 0

9

6,995 ☆☆☆☆11,758 1.42 10,511 1.0710,286

* 未実施

日生頭島線関連事務

0

補 助

0

1,178,0001.95

0.00 0

☆☆☆☆

日生頭島線用地購入事務 補 助 2,003 2,652 0

1.30 1,435,806 15,924

☆☆☆☆

日生頭島線新設工事 補 助 150,480 13,002 976,431 10,923

45,749 579 0.06 33,00034,461 2,119 0.24

0.07 1,8701,743 405 0.05単 市 1,673

1,059

651 ☆☆☆☆852

測量調査設計業務 補 助 37,380

道路河川等ボランティア推進事業補助金

0.01

0.09 2,010

0.04 ☆☆☆☆道路台帳補正事務 単 市 8,470

15,215 1.72
官民境界事務

303 0.03

☆☆☆79 0.01特殊車両通行許可事務 法 定 0

☆☆☆

市道認定・市道編入事務 法 定 0 ☆☆☆

☆☆☆

道路用途廃止事務 法 定 0

1,740 0.210

1070

13,464 1.46

385

12,680

道路占用許可事務 法 定

法 定

法 定

0.73 ☆☆☆

市道水路占用許可事務

5,9060

☆☆☆

9,200 ☆☆☆7,226 12,588

500 ☆☆☆☆

市道等管理事業 法 定 3,694

1,031

1.38

0.11 174

0.751.01 41,478 6,543

0.02

45,417 ☆☆☆☆

橋梁維持管理事業 単 市 7,532 1,443 0.22 120

8,719道路維持管理事業 単 市

1.00 13,730

50,792 4,358 0.63 38,999

用地購入等事務 補 助

道路等維持管理事業

80,050 ☆☆☆☆

☆☆☆☆0 2,760

0.51

5,399 0.68 0 7,845 0.35

21,237

1,673 0.23 46,252 2,843 0.36 84,002 4,093

29,317 4.65

橋梁新設改良事業 補 助 6,016

139,783道路新設改良事業 補 助 148,276 21,748 3.38 374,322

道路等新設改良事業

3.20 197,090

☆☆☆☆

☆☆☆☆

0.01186 0 94
0.08

☆☆☆☆

岡山ロードサポート事業事務 補助 0

617 0.060 694 0.07

☆☆☆

岡山アダプト推進事業事務 補助 0

0.01

571

0.02

☆☆☆

中国地区用地対策連絡会会費 単市 0 0 0 78

500 0.00

159

50

☆☆☆

県土木協会会費 単市 50 0 50

10 105 0 0.00

単市 15

単市 10 372

単市 50 0 50 ☆☆☆50 0 0.00 50中部高原地域整備促進期成会負担金

3

県市町村道整備促進期成同盟会負担金

研修会等参加負担金県道整備促進事業

15 ☆☆☆0 0.00 15

0.23 ☆☆☆☆1,727 0.20 2,0422,017 0.25 0

0 15

0.04

11,250 ☆☆☆☆

県道改良要望事務 法定

0.06 13,851 556 0.07338 0.04 14,116 466道路改良県工事負担金 法定 24,898
県道改良事業2

0

2 ☆☆0.00 20

0.10

0 60 0

0 30 0

0

0

60 ☆☆

中国横断自動車道建設促進岡山県期成会会費

0.00 60

30 ☆☆

中国国道協会会費 単市

0.00 30

97 ☆☆

（社）日本道路協会負担金 単市

0.00 37道路整備促進同盟会・全国協議会要望事務 単市 0

国道等整備促進事業1

30

60

単市 2 0 2

☆☆☆☆0.00

0 66

☆☆☆0.00

0 0国道250号整備要望事務 単市 0

0国道374号整備促進要望事務 単市 0 204 0

5050 93 40 ☆☆☆0 0.00 40

☆☆☆☆

国道374号整備促進期成会会費 単市

0.01 516 0.0593 0 112国道２号（岡山県東部）整備促進要望事務 単市 0

307 0.03 ☆☆☆☆0 880 0.09単市 0 595

2000 200 0 ☆☆☆☆

国道２号（岡山県東部）整備促進期成会事務

0.00単市

当初予算
☆☆☆☆☆
　　～　☆

人工数
直　接
事業費

人件費 人工数人件費 人工数

200国道２号（岡山県東部）整備促進期成会負担金

施策への
貢献度

事業
分類

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

直　接
事業費

直　接
事業費

人件費

事　業　費　等　（単位：千円，人）

施策を構成する
事　務　事　業

細　　事　　業

施策構成事務事業の評価


